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令和６年度
博士後期課程進学説明会

令和6年9月21日
東北大学・工学研究科長

伊藤 彰則
（通信工学専攻・教授）
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日本での博士号取得者数の減少
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データはNISTEP 科学技術指標2023より

日本の博士課程学生数は20年間伸び悩んできた
 企業の待遇の問題
 学生の経済状況の問題
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博士が創る、日本の未来！

豊田長康、「科学立国の危機」、東洋経済新報社 (2019)

科学技術力

研究開発費

GDP
論文

博士

OECD加盟35ヶ国の
論文数とGDPの関係
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国際卓越研究大学に向けて

我が国においても、大学の機能拡張を推進する中で、大学が国際的な切磋琢磨を通じて研究力を向上
させるという緊張感を持ち、世界トップクラスの研究者の獲得はもとより、次代を担う自立した若手研究
者を育成し、活躍できるようにするための大胆な資源配分、研究時間を十分に確保するための研究者
の負担軽減、大学の有する知的資源の価値化等に取り組んでいくことが求められています。
（文科省HPより）

東北大学は「国際卓越研究大学」の資格を満たしうると評価
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国際卓越研究大学と博士学生の教育・支援

教育の国際化 博士学生への経済支援

「高等大学院」による学際的な教育

 「若手研究者」として大学・
研究機関で活躍

 企業研究者・開発者として
活躍

 スタートアップ
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「博士」をキャリアの武器に

• 博士号は
– 企業においても一人前の研究者の免許証

– 世界で活躍するためには必須のアイテム

• 博士号を持つ人は
– 自分で考え、自発的に行動する

– 自分の人生を他人任せにせず、自分で決断する

– 職位は概ね10年毎に変わり、職責も優れたリーダーとして
の要求度が上がる
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